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白石：皆さん、こんにちは、AppBank 代表の白石です。本日は、2025 年 12 月期通期の決算説明

会を開催します。どうぞよろしくお願いいたします。 

最初に、エグゼクティブ・サマリーです。 

2025 年 12 月期通期に関しまして、売上高は前期比 24.9%増の 12 億 4,200 万円、営業利益は同じ

く 6,400 万円赤字が縮小し、マイナス 1 億 7,000 万円となりました。これは主にメディア共創企画

の拡大や、不採算事業の撤退で収益改善したことによって実現した数字です。またこの期を通じ

て、AI ソリューション事業の立ち上げや、M&A といった次の成長の種を仕込んでおります。 

第 4 四半期については、M&A をした PWAN、そして musica lab という 2 社の子会社を、新たに

P/L の連結を開始いたしました。そのことによって、四半期の売上高は前四半期比で 68.9%増の 3

億 6,700 万円となりました。この子会社 2 社について、それぞれ単体では営業利益に貢献しており

ますが、のれんの償却費が 1,400 万円かかっておりますので、連結の営業利益としては、前四半期

比横ばいで推移をしております。 

またメディア共創企画について、通期では業績に貢献をしていますが、第 4 四半期については一部

顧客のインシデントが起こった影響で、減収傾向となっております。ですが、この第 4 四半期で月

次単位では底打ちをして、反転をし始めておりますので、今後の回復については期待をしていると

ころです。ただその回復の程度については、慎重に見定める必要がございます。 
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次に、2026 年 12 月期のアクションプランです。2026 年 12 月期については、2025 年度に新たに

拡張しました戦略的パートナーとの協業案件の開発をスピードアップしていきます。そして具体的

にリリースしていきます。そのことによって、収益の積み上げを進めます。攻めていきます。 

また AI ソリューション事業については、いくつか具体的なパイプラインを既にお示ししておりま

すが、それらの開発を順次進めていきます。またそれ以外に、新しい事業ネタがどんどん出てきて

おりますので、それぞれの事業の事業性や、潜在的な需要を鑑みながら、順次 PoC や外販の開始

を進めていきます。 

また PLANA、そして musica lab 等と連携しまして、地方放送局と一緒に新しいビジネスモデルの

開発を進めております。こちら、具体的に今期進めていきたいと考えています。 

また、新たな戦略的パートナーの ZAIKO、そしてダブルアールと一緒に、IP を軸としたプラット

フォーム/インフラ事業の開発に注力をしていきます。こちらはサービスのローンチだけでなく、

具体的な事例作りまで、今期、皆様にお示ししていきたいと考えています。 

この第 4 四半期については、SM ENTERTAINMENT JAPAN から韓流専門の CS チャンネルである

KNTV 事業の事業取得の準備を進めていたのですが、最終段階で折り合いがつかず、白紙となって

しまいました。非常に残念ではありますが、会社としては引き続き、このような M&A を含めた収

益拡大を積極的に模索していきます。 

2026 年度は攻めて、業績という形で皆様にお示ししていきたいと考えています。ご期待くださ

い。 
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本日のアジェンダは、こちらの 4 点となっております。 

 

 

まず 1 点目。2025 年 12 月期の決算概要です。通期業績のサマリーです。 

先ほどご説明しましたとおり、2025 年 12 月期は、売上高が前期比 24.9%増の 12 億 4,200 万円。

営業利益は同 6,400 万円改善しまして、マイナス 1 億 7,000 万円となっております。 
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こちらは 2025 年 12 月期に行ったいくつかのイベントが、それぞれどう収益に影響を与えている

のかをご説明したいと思います。 

まず 1 番目、メディア共創企画事業です。これは 2024 年 5 月から始めた事業ですけれども、今期

については、1 年を通じてフルで業績に寄与しております。そのため、増収増益に寄与しておりま

す。 

また、2 番目と 3 番目、YURINAN の事業譲渡、そして原宿 friend の閉店です。こちらは不採算事

業の整理で、この事業が持っていた売上がなくなったという意味では、減収効果となりました。た

だ、不採算事業を整理したことで、収益性は向上しておりますので、増益効果となりました。 

AI ソリューション事業開発です。こちらは前期から今期にかけて順次進めてまいりますが、開発

費用が先行投資でどうしても先にかかってしまうというところで、前期については減益の効果をも

たらしておりますが、今期、売上利益、それぞれ増収増益要因につなげてまいります。 

5 番目と 6 番目、PWAN と musica lab の 2 社です。株式交換によって子会社化して、この第 4 四

半期から P/L の連結も開始しております。この 2 社については、それぞれ非常に業績が堅調に伸

びている会社ですので、それぞれ増収増益の効果をもたらしています。 

前期は、ここまで述べてきました事業撤退ですとか、M&A、そして約 19 億円規模の新しい資金調

達プログラムもスタートいたしました。これらの施策に、それぞれスポットで一時費用が発生して

おります。営業利益段階で言いますと前期は 2,300 万円、経常利益段階まで含めますと 3,600 万円

の一時費用がかかっております。 

ですので、2025 年は営業損失が 1 億 7,000 万円となっておりますが、実力ベースで言いますと、

前期の営業利益は、1 億 5,000 万円弱まで損失が縮小していると捉えていただきたいと思います。 

前期、売上高は増収となりました。粗利益も増益となっています。また EBITDA 以下、経常利益ま

では赤字が縮小をしております。 

ただ当期利益に関しては、赤字が拡大していますが、これについてご説明をさせてください。この

当期利益の赤字が拡大したのは、前第 3 四半期に減損損失 3.2 億円を計上したことによります。 

の減損損失については、この PWAN と musica lab の 2 社の取得に関わるものです。取得したとき

に 1 株 105 円という株価で株式交換を実行したんですが、株式交換してから、B/S の連結処理が

開始されるまでの非常に短い間に、弊社の株価が非常に急騰いたしました。株式交換した株価の

105 円に対して、B/S の連結が開始されるときの株価が 219 円ということで、2 倍以上に株価が上

がっております。 
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そのことによって、最終的に、弊社ののれんとして計上される金額が非常に過大になり、会計ルー

ルに則り、この過大に計上されている分について、減損処理を行いました。ですが、これはノンキ

ャッシュの処理で、会計的にも非常にテクニカルな処理にですので、実質的な計上の影響は、極め

て限定的になっております。 

 

では、四半期の業績のサマリーです。 

この第 4 四半期については、この PWAN と musica lab の 2 社の P/L 連結が開始されましたの

で、売上高は第 3 四半期比で、68.9%増の 3 億 6,700 万円となりました。 

のれん償却費が 1,400 万円ありますので、2 社の貢献があっても、連結の営業利益は第 3 四半期と

比べて横ばいで推移をしております。ですが、この 2 社は業績が堅調に推移している、利益も出て

いる会社ですので、今のグループ業績の実態を皆さんにお伝えするために、今回から EBITDA ベー

スの利益額をお示ししたいと考えております。 

そして EBITDA で見ますと、2024 年度は平均すると約 6,000 万円内外の EBITDA だったのが、

2025 年度第 3 四半期まででは、平均 4,000 万円前後まで赤字幅を縮小しております。 

2025 年度第 4 四半期は、2 社の営業利益が貢献をすることで、EBITDA がそれまでの 4,000 万円

内外から 3,000 万円まで赤字幅が縮小しております。2026 年度は、攻めの施策も含めて、早期黒

字化を目指して頑張ってまいります。 
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では、事業セグメント別の四半期の業績の概況です。 

第 4 四半期から、従来のメディア事業セグメントと IP&コマースセグメントに加えて、「その他」

セグメントを新しく加えました。新たに子会社化した PWAN のシステム関連の売上を「その他」

セグメントとして表記をしております。 

メディア事業については、第 4 四半期は減収となっておりますが、これは先ほどご説明しました、

一部顧客のインシデントの影響から、このメディア共創企画事業の売上が、一時的に減少したため

に減収となっておりますが、これについては既に底を打って、反転をし始めております。IP&コマ

ース事業は大きく増収となっておりますが、これは子会社 2 社の売上が貢献をしております。 

セグメント別の四半期ごとの利益では、メディア事業、そしてその他事業は、引き続き黒字で推移

をしております。IP&コマース事業はマイナス 600 万円と赤字になっておりますが、これはこの子

会社 2 社ののれんの償却費の影響によるものです。 
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四半期ごとの販管費の明細です。 

この第 4 四半期から子会社 2 社の連結が開始されたことによりまして、販管費は前四半期比で

5,100 万円増の 1 億 1,000 万円と、大きく増加をしております。ですが、これはあくまで子会社 2

社の販管費がプラスになっているから増えているだけで、AppBank 単体の販管費は、引き続きコ

ストコントロールしながら、同水準で推移をしております。 

こちらは、コストコントロールを全社的に進めながら、いち早く黒字化を目指してまいります。 
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主な IR/PR のトピックスです。 

この第 4 四半期につきましては、資本業務提携先の拡充を含めた約 19 億円の大型の資金調達プロ

グラムの開始を発表させていただいております。また具体的に AI ソリューション事業の進展につ

いても、発表させていただきました。 

今後の経営力の拡充、組織の拡大、そして AI ソリューション事業の立ち上げ。これを見据えて、

新しい代表取締役の選定についても発表させていただいております。 
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新しい代表取締役の追加選定について、ご説明をさせていただきます。 

これまで AppBank の代表取締役は、私、白石が務めてまいりましたが、今回新しく代表取締役会

長候補として、町田さんを招聘いたしました。 

町田さんは、経歴を見ていただければわかるように、富士フイルムビジネスイノベーションに所属

をしています。この会社は、旧富士ゼロックスと言うほうが皆様にはイメージがつきやすいかと思

いますが、町田さんは、旧富士ゼロックスで法人営業に長年従事してきた、営業、事業開発、組織

開発のプロフェッショナルです。 

町田さんを招聘することで、AppBank の今後の前向きな組織開発、そして事業面では、主に AI ソ

リューション事業の立ち上げ、ここにコミットしていただきたいと考えています。 

AI ソリューション事業については、昨年の弊社の株価推移を見ても、非常に株主の皆様に期待い

ただいている重要事業だと捉えています。ですので、AI ソリューション事業の立ち上げ、そして

今後、弊社の事業の新しい柱の一つまで育て上げていくべく、町田さんの力を借りて、ここにコミ

ットして、AI ソリューション事業の立ち上げをやり切っていきたいという狙いです。 

また組織開発という面でも、AppBank はここ数年、さまざまな事業にチャレンジしてきましたけ

れども、それ以上に、不採算事業の撤退、事業縮小によって、組織をシュリンクしてきた歴史があ

ります。 
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ですが、新経営体制になってこの 2 年間の取り組みで、ようやく新しい事業の芽が出てきて、注力

すべき事業領域が見えてきました。事業開発も進んでいます。ですので、ようやく攻めの組織開

発、採用も含めた組織拡大、ここに取り組んでいけるフェーズに来ました。この攻めの組織拡大、

組織開発を、町田さんの力を借りながら、やり切っていきたいと考えています。 

 

ここ数カ月取り組んできました Team AppBank の拡充、そして、子会社の取得による AppBank

グループの強化。この内容について、note で対談記事を多くリリースしております。 

こちらをぜひご覧いただきまして、Team AppBank の輪の広がりを、皆さんにもご理解いただき

たいと考えております。 
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中長期経営方針、改めてご説明をさせていただきます。 

昨年、2025 年 11 月に、新しい中長期経営方針を発表いたしました。そのチームビジョンとして、

「IP と AX で、まちの魅力を世界へ」というメッセージを掲げております。 

私たちはこの新経営体制が発足してから、メディア共創企画事業を通じて、さまざまな地方の方と

対話をしてきました。地域にはまだ活用されていない、魅力的なアセットがたくさん眠っていま

す。この地域が持つ、まだ活用されていないアセットをマイクロ IP として開発をして、事業化を

していく取り組みを進めていきます。 

また、地域のアセットを活用して、事業化していく、マネタイズしていく。それをやるためには、

地域で働く皆様とのパートナーシップが欠かせません。 

ただ地域で働く皆様方の現場の生産性に非常に大きな課題を抱えていらっしゃることも、同時にわ

かりました。ですので、地域の持つアセットをマイクロ IP として開発していく、事業化してい

く。同時にそのパートナーである地域の皆様の働く力、現場の生産性の改善についても、AI ソリ

ューション事業の提供を通じて取り組んでいきます。 

このように、IP コラボレーション、そして AI ソリューションを通じた AX。この 2 本柱の事業を

ぐるぐる回しながら、地域アセットを活用した事業開発を進めてまいります。 
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では、その新中長期経営方針についてご説明いたします。 

新経営体制が 2024 年 3 月に発足をしてから、2024 年 5 月に、従前の「前」中期経営方針を発表

いたしました。ここで発表した内容につきまして、2023 年 12 月期を起点として、2026 年 12 月

期までの 3 カ年で、売上高が CAGR プラス 70%という目標については、達成が射程圏内に入って

いると考えています。 

またその中で、財務目標を達成するための施策をいくつか計画の中でお示しをしてきましたが、い

ろいろな事業が進捗をしてきた中、また一部の事業については事業整理を行った中で、事業目標に

ついては、前向きな意味で、いい意味で、お示しした従前の計画と乖離が生じてきました。 

この財務目標達成の目処が立ってきたこと、そして事業目標については、前向きな意味でお示した

計画から乖離が生じてきたことから、昨年 2025 年 11 月に、従来の中期経営方針をアップデート

する形で、「新」中長期経営方針を発表いたしました。 

その内容は、2030 年までに、時価総額 100 億円超の定着を実現させていく。そのために財務目標

として、2025 年 12 月期を起点として、2030 年度までに売上高が 5 カ年で年間 CAGR プラス 40%

の達成。そして、2030 年度に営業利益率 10%超の達成。これを財務目標として掲げてまいりま

す。 

それを実現するための事業目標としまして、マイクロ・エコノミーの支援実績数について、期間累

計で 100 件を掲げております。これらにつきまして、先ほどご説明しました、地方 IP を活用した
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マイクロ IP マネタイズ、そして AI ソリューションの提供を通じた AX。これらの取り組みで、こ

の目標を達成していきたいと考えております。 

 

これらの目標を達成に向けて、引っ張っていくためのコア・バリューです。私たちはここ数年間、

資本業務提携先の拡充を通じて、Team AppBank の力の底上げを図ってまいりました。 

ですので、この Team AppBank、資本業務提携先の、それぞれの強みを集結しまして、ビジネス

基盤の構築をしていく。そして豊富な地方企業との接点によって、事業開発をしていく場を広げて

いく。私たちの強みでもあります IP コラボレーションの力を増加させていく。そして、それらを

やり切っていく。ただ前に進むだけではなく、合理的に判断をして、やるやらないを適切に判断し

ていく。 

これらの施策をやり切ることによって、先ほど掲げた新中長期経営方針を達成していきたいと考え

ています。 
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では具体的に何をやっていくのかを、こちらの図でお示しをしております。 

私たちは社内で、真ん中の軸、そして右の戦略、左の戦略という言い方をしているんですけれど、

私たちが取り組んでいくこと、真ん中の軸はメディア共創企画事業が起点となっています。そこに

私たちが従前培ってきたメディア運営や、マーケティング、プロモーションの力を使って、右の戦

略、左の戦略を実現していくという考え方です。 

右の戦略である AX については、PLANA と 2WINS を主なパートナーとして、企業の現場生産性の

向上を生成 AI の力を使って解決していくというところに、フォーカスをして取り組んでいきま

す。 

左の戦略であるマイクロ IP の開発による地域のマネタイズ支援は、PLANA と ZAIKO を主なパー

トナーとしながら、IP を開発して、それをマーケティングの力によって、きちんと情報を広めて

いく、伝えていく。そして販売等によってマネタイズしていく。ここを、一気通貫で提供してまい

ります。 

真ん中のメディア共創企画事業を軸に、右の戦略である AX、左の戦略である IP コラボレーショ

ン。これらをやりきることによって、目標を達成していきたいという考え方です。 
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具体的なビジネスケースとしまして、先ほどの IP 戦略については、金沢で実績を作っています。

ツエーゲン金沢という地元のサッカークラブと、ランドセルメーカーの CHIKYU のコラボレーシ

ョンを行いました。 

そして私たちがこの企画を作り、働きかけることで、ツエーゲン金沢のスポンサーでもあった地方

放送局との取引も生まれまして、これは私たちが関わったことによって、新しい取引、新しい価値

を生み出すことができた事例になっています。こういった取り組みを、日本全国で数多く取り組ん

でいきたいと考えています。 
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また AI ソリューション事業、AX については、既にいくつか具体的なパイプラインをお示ししてお

りますが、ここに加えまして、いくつも新しい事業ネタの開発も進めておりますので、こちらにつ

いては事業性を見ながら、順次、開発とリリースを進めていきたいと考えています。 

2026 年 10 月までの間に、具体的にこれらの AI ソリューションの開発として、6,000 万円の支出

を予定している旨を公表しております。この投資予算をしっかりと投下して、ソリューションを作

り上げて、外販開始まで進めてまいります。 
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これらの IP 戦略、そして AX 戦略、それぞれきちんと実績を作りながら、その実績を日本全国に

横に広げていく。また施策同士を掛け合わせて、縦にも深めていく。それらを通じて AppBank ら

しい、AppBank ならではの事業形態に育て上げていきたいと考えています。 

私たちは一つ一つの実績を縦と横に積み上げることで、マルチニッチトップ戦略を推進してまいり

たいと思います。これをやり切った暁には、非常に大きな収益と、そして一つ一つ施策を積み重ね

てきた信頼と実績による参入障壁を獲得していけると見ております。 
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これらを実現していくための一つの基盤となる Team AppBank の力を広げるために、資本業務提

携先の拡充であったり、M&A を推進してきましたが、これらについては今後も積極的に考えてい

きたいと考えております。 
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これらの Team AppBank の力を拡充して、それぞれの持つ強みを集めることでコア・バリューと

して、それをこのマイクロ IP、メディア共創企画、マイクロ AX といった事業領域、戦略に乗せ

て、それぞれ事業として展開をしていきます。 

その結果、この中長期経営方針で示した財務目標を達成し、その先に私たちがやりたいチームビジ

ョンであります「IP と AX で、まちの魅力を世界へ」という、この理念を実現していきたいと考え

ています。 

 

では、先ほどからご説明しています Team AppBank の戦略的パートナーについて、改めてご説明

したいと考えています。 

まず、子会社 musica lab です。musica lab は全国 160 超のプロアマ含めたスポーツクラブ向け

に、グッズの企画開発、販売をしている会社です。 

私たちは従前から IP コラボレーションを展開してきましたが、この IP 戦略において、地域 IP の

開発やマネタイズでは、いずれもモノを作って販売するというところが不可欠です。ですので、そ

のメーカー機能、物販機能をグループの中に持つことにしました。 

そのことによって、より多くの事業機会を捉えることもできると思いますし、またメーカー機能を

内部に持つことによって、収益性も高められると考えております。 
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PWAN は主にシステム、そしてコールセンターの提供等を通じて、地域のさまざまな企業の運営

インフラを提供している会社です。 

PWAN のネットワークを使って、各地域との事業開発を進めていきます。何より、AI ソリューシ

ョン事業・AX 事業の展開の母体として、PWAN を活用していきます。 

 

ここからは、資本業務提携先のご紹介になります。 
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PLANA につきましては、もともとは通販領域に特化した広告代理店です。今は広告領域から、さ

まざまな分野に事業を拡大している、ダイレクトマーケティングに関するエキスパートの会社で

す。 

PLANA の持つ全国 47 都道府県の地元メディアとの関係性や、各地域のメーカーとの関係性等を

活用しながら、AppBank の地域戦略、IP 戦略を展開していきたいと考えています。 

 

クオンタムリープは、企業のビジネスエクゼキューションを支援する会社です。 

クオンタムリープから 2 名、AppBank にも役員派遣してもらっていますが、こういった事業戦略

ですとか、具体的な執行部分の組み立てを考えて、実行するところまでを伴走してくれています。 
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ZAIKO はさまざまなライブ・イベントの電子チケット販売、配信のプラットフォームです。 

年間で多くのイベントの取り扱いをしている非常に大きなプラットフォームになっております。

ZAIKO が持つ販売プラットフォームとしての力、そして IP との関係性を活用しながら、AppBank

の IP 事業開発を進めていきたいと考えています。 

 

SEM エージェンシーは、デジタルマーケティングの専門家企業です。 
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SEM エージェンシーの持つデジタルマーケティング領域のノウハウや営業力を活用しながら、

AppBank のマーケティング事業を伸ばしていきたいと考えています。 

 

ダブルアールについては、IP コンサルティングに強みを持つ専門家集団です。 

ここにつきましても、ダブルアールの強みを活かしながら、AppBank の IP 事業、またマーケティ

ング事業の強化につなげていきたいと考えています。 
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musica は、傘下にさまざまなメーカーやシステム開発企業、販売会社を持つ会社です。 

彼らとの連携を通じて、AppBank の各地域でのマイクロ IP を使った事業開発、そしてその物販、

マネタイズ部分等について、一緒に協力して進めていきたいと考えています。 

 

2WINS は、事業連携先になります。 

2WINS は東京大学・松尾研発スタートアップにも認定されている、成長中の AI スタートアップで

す。彼らの開発力は、非常に優れたところがあります。彼らとがっぷり四つで AI ソリューション

の開発を進めているところです。 
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具体的に AI ソリューションの第一弾として、メディアや広告代理店向けの SCR ソリューションの

開発を進めているところです。こういった 2WINS の持つシステム開発力に、私たちの Team 

AppBank が持つ「解像度の高い」現場生産性に関する具体的な課題をぶつけることで、マーケッ

トインの形で AI ソリューション開発を進めています。 

以降、Appendix になりますので、資料をご確認いただければと思います。 

ここまで、ご静聴ありがとうございました。 

 


